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郷土資料館 学芸員 髙橋 梨沙さん



◎
令
和
５
年
度

一
般
会
計(

歳
出)

・
え
り
も
町
応
援
商
品
券
事
業

４
４
５
０
万
円

物
価
高
騰
等
に
よ
り
負
担
が

増
加
し
て
い
る
家
計
へ
の
支

援
と
町
内
で
の
消
費
喚
起
を

図
る
た
め
町
民
一
人
に
つ
き

１
万
円
の
「
え
り
も
町
応
援

商
品
券
」
を
配
布

・
社
会
福
祉
振
興
費

４
４
５
０
万
円

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
７
万

円
、
住
民
税
均
等
割
の
み
課

税
世
帯
に
３
万
円
を
支
給
す

る
生
活
支
援
特
別
給
付
金
事

業
の
経
費

・
映
画
製
作
観
光
推
進
基
金
積

立
金

１
０
２
２
万
３
千
円

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の
う

ち
映
画
製
作
に
対
す
る
寄
付

金
分
と
し
て
財
政
調
整
基
金

で
管
理
し
て
い
た
残
高
を
本

基
金
の
創
設
に
よ
り
組
み
替

え
る
も
の

小
中
学
校

・
義
務
教
育
振
興
費４

５
０
万
円

高
校

・
高
等
学
校
管
理
費１

３
０
万
円

・
え
り
も
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
選
任

大
和

髙
橋

学(
62
歳)

再
任

新
浜

佐
々
木

智(

62
歳)

再
任

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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補
正
予
算

え
り
も
町
議
会
議
長

石
川

昭
彦

新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
元
日
か
ら
北
陸
地
方
で
大
地
震
が
あ
り
、
大
き
な
災
害

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
会
議
員
の
逮
捕
な
ど
も
あ
り
、
激
動

の
１
年
を
予
感
さ
せ
る
年
初
め
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
４
年
に
も
及
ん
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
規
制
が
５
月
に
緩
和
さ
れ
、
よ
う
や
く
元
の
生
活
や
行

事
が
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

産
業
面
で
は
夏
の
コ
ン
ブ
漁
は
順
調
に
推
移
し
ま
し
た
が
、
秋

の
サ
ケ
漁
は
期
待
に
反
し
て
不
漁
と
な
り
、
関
連
す
る
業
界
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
畜
産
業
に
つ
い

て
も
戦
争
や
円
安
の
た
め
、
苦
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
業
種
に
お
い
て
も
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
っ

て
売
上
の
減
少
や
担
い
手
不
足
な
ど
の
問
題
も
抱
え
て
お
り
、
議

会
や
行
政
の
取
り
組
み
も
益
々
複
雑
・
多
様
化
が
進
み
ま
す
。

本
年
、
町
内
で
は
映
画
の
撮
影
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
型
の
風
力
発
電
や
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
事
業
の
進
展
も
期
待
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
ほ
か
に
も
事
業
進
出
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

議
会
と
し
て
も
町
内
の
産
業
と
住
民
の
安
全
安
心
を
守
る
た
め

に
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
健
康
で
活
気
に
あ
ふ
れ
、
ご
活
躍

の
辰
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

人

事

【
年
頭
の
挨
拶
】

小
中
高
校
の
各
教
室

に
冷
風
機
を
設
置



問

竹
内

議
員

①
や
ま
と
苑
で
は
今
年

度
末
に
お
い
て
、
複
数
名

の
職
員
が
退
職
の
意
志
表

示
を
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
町
で
は
退
職
理
由

も
含
め
把
握
し
て
い
る
か
。

②
介
護
士
不
足
と
な
る

と
、
ど
の
部
門
に
弊
害
が

で
る
か
。

③
入
所
待
機
者
は
何
名

か
。④

町
の
保
健
師
等
の
奨

学
資
金
貸
付
条
例
は
制
定

か
ら
十
数
年
金
額
の
改
定

が
さ
れ
て
い
な
い
。
金
額

を
見
直
し
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

答

保
健
福
祉
課
長

①
施
設
で
は
、
職
員
の

意
向
調
査
を
毎
年
行
っ
て

お
り
、
相
当
数
の
職
員
か

ら
退
職
の
意
向
又
は
検
討

し
て
い
る
と
の
回
答
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の

理
由
は
、
定
年
退
職
、
体

調
不
良
、
家
庭
の
事
情
な

ど
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
が
、

実
際
に
退
職
と
な
る
か
は
、

改
め
て
調
査
中
と
の
こ
と

で
あ
る
。

②
不
足
す
る
職
種
に
よ

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
運

用
ベ
ッ
ド
の
減
少
な
ど
も

考
え
ら
れ
る
が
、
町
と
し

て
も
引
き
続
き
状
況
把
握

に
努
め
て
い
き
た
い
。

③
12
月
12
日
現
在
、
入

所
待
機
者
は
24
名
で
あ
る
。

④
金
額
や
対
象
と
す
る

職
種
、
他
資
金
と
の
関
連

性
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

必
要
が
あ
れ
ば
条
例
改
正

を
行
い
た
い
。

問

嵯
峨

議
員

道
教
委
が
行
動
計
画
と

し
て
「
い
じ
め
の
防
止
等

に
向
け
た
取
組
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
プ
ラ
ン
１
か

ら
プ
ラ
ン
５
ま
で
令
和
９

年
度
に
１
０
０
％
の
達
成

を
目
指
し
て
い
る
。

プ
ラ
ン
１
か
ら
３
ま
で

は
特
別
な
教
科
、
道
徳
や

い
じ
め
撲
滅
運
動
、
教
育

相
談
、
い
じ
め
調
査
な
ど

で
、
ま
た
、
事
態
発
生
時

の
迅
速
な
対
応
な
ど
、
し
っ

か
り
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。

プ
ラ
ン
４
は
、
平
時
か

ら
重
大
事
態
発
生
時
に
お

け
る
調
査
組
織
の
設
置
、

プ
ラ
ン
５
は
、
地
域
に
お

い
て
「
学
校
警
察
連
絡
協

議
会
」
の
開
催
も
目
標
と

な
っ
て
い
る
が
町
の
取
り

組
み
は
。

答

学
校
教
育
課
長

プ
ラ
ン
４
「
困
難
課
題

対
応
的
生
徒
指
導
」
の
調

査
組
織
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
平
成
26

年
策
定
の

「
え
り
も
町
い
じ
め
防
止

基
本
方
針
」
に
従
い
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
、
学
校
運
営
協

議
会
、
青
少
年
健
全
育
成

協
議
会
、
地
区
の
民
生
委

員
、
自
治
会
長
、
保
護
司

な
ど
で
速
や
か
に
調
査
を

行
い
報
告
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

プ
ラ
ン
５
「
生
徒
指
導

体
制
、
家
庭
・
地
域
・
関

係
機
関
と
の
連
携
体
制
」

に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒

の
非
行
防
止
や
犯
罪
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
対
策
を

講
じ
て
い
る
が
、
児
童
生

徒
の
健
全
育
成
の
観
点
か

ら
、
学
校
と
警
察
が
緊
密

な
連
携
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
、
道
内

や
管
内
で
の
設
置
状
況
や

警
察
と
の
意
見
交
換
を
行

い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

町
と
し
て
目
指
す
の
は

「
い
じ
め
ゼ
ロ
」
で
は
な

く
「
い
じ
め
見
逃
が
し
ゼ

ロ
」
で
あ
り
、
教
育
委
員

会
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
、
い
じ

め
の
未
然
防
止
と
早
期
発

見
・
対
応
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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引き続き状況把握に
努めたい

やまと苑の現状は

竹内孝文議員

一般質問は、議員にとって、住民から重大な関心と期
待を持たれる大事な議員活動の場です。町政全般にわたっ
て執行機関に疑問点をただし、所信の表明を求め、議員
自らの政策提言を行い政治姿勢を明らかにするものです。

いじめ防止の対応は

いじめ見逃がし
ゼロを目指す

嵯峨直樹議員

複数の退職者が出る恐れのある

「やまと苑」

北
海
道
い
じ
め
の
防
止
等
に
向

け
た
取
組
プ
ラ
ン
の
資
料



問

中
野

議
員

介
護
人
材
の
不
足
に
よ

り
施
設
の
縮
小
、
閉
鎖
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
例

が
相
次
い
で
い
る
が
、
職

員
の
負
担
を
減
ら
し
業
務

の
効
率
化
を
図
る
方
法
と

し
て
、
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
活
用
が
効

果
的
と
考
え
る
。

や
ま
と
苑
に
も
入
所
者

の
見
守
り
を
支
援
す
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
が
導
入
さ
れ
、

省
力
化
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
離
職
防
止
、
人
材
確

保
に
つ
な
が
り
、
職
員
が

不
足
す
る
事
態
を
回
避
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

町
は
、
や
ま
と
苑
に
対

し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
を
推

奨
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
施
設
負
担
分
を

町
が
補
助
す
る
こ
と
を
考

え
て
は
ど
う
か
。

答

保
健
福
祉
課
長

介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
人
材
不
足
は
、
特
に

町
村
部
で
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。

人
材
を
確
保
す
る
た
め

に
は
職
場
の
働
き
や
す
さ
、

負
担
の
軽
減
と
い
っ
た
面

も
有
効
か
つ
重
要
な
要
素

で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

導
入
も
そ
の
一
環
で
あ
る

と
考
え
る
。

し
か
し
、
費
用
面
や
拙

速
な
導
入
に
よ
る
現
場
の

混
乱
に
懸
念
が
あ
り
、
ま

ず
は
国
や
道
に
よ
る
助
成

制
度
や
有
利
な
融
資
制
度

な
ど
、
積
極
的
な
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
で
導
入
の

検
討
を
促
進
し
て
い
き
た

い
。施

設
負
担
分
を
町
が
補

助
す
る
こ
と
は
、
財
政
的

な
課
題
も
あ
り
慎
重
に
検

討
し
た
い
。

問

大
場

議
員

当
町
の
ふ
る
さ
と
納
税

は
最
高
で
約
９
億
円
あ
っ

た
が
、
昨
年
度
は
４
億
円

台
に
ま
で
減
少
し
た
。

町
の
特
産
品
を
魅
力
的

に
Ｐ
Ｒ
し
て
寄
付
の
増
加

を
目
指
す
取
り
組
み
は
、

町
の
財
源
の
一
部

を
担
う
重
要
な
事

案
だ
と
考
え
る
。

①
返
礼
品
や
サ

イ
ト
運
営
会
社
の

見
直
し
、
返
礼
品

を
取
り
扱
う
企
業

と
の
話
し
合
い
は

行
わ
れ
て
い
る
か
。

②
各
種
メ
デ
ィ

ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
な
ど
を
活
用
し
、

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
関
心

を
高
め
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
各
都
市
で
行
わ

れ
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
イ

ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加

し
て
は
。

③
町
内
の
各
企
業
や
漁

協
と
も
連
携
し
て
ふ
る
さ

と
納
税
に
対
す
る
チ
ー
ム

を
作
り
、
意
見
交
換
や
協

力
し
あ
え
る
場
を
作
っ
て

は
ど
う
か
。

答

産
業
振
興
課
長

当
町
の
ふ
る
さ
と
納
税

寄
付
額
が
減
少
し
た
理
由

と
し
て
は
、
赤
潮
や
秋
サ

ケ
の
極
端
な
不
漁
な
ど
様
々

な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

①
現
在
契
約
し
て
い
る

サ
イ
ト
運
営
会
社
と
は
、

令
和
６
年
１
月
末
で
契
約

を
終
了
し
、
２
月
以
降
に

新
た
な
サ
イ
ト
運
営
会
社

を
交
え
た
打
合
せ
会
議
の

開
催
を
考
え
て
い
る
。

②
事
業
者
や
サ
イ
ト
運

営
会
社
と
有
効
な
Ｐ
Ｒ
方

法
を
検
討
す
る
ほ
か
、
都

市
部
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
も
、
ど
れ
に
参
加
す

る
の
が
有
効
な
の
か
次
年

度
に
向
け
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

③
新
た
に
チ
ー
ム
を
作

る
予
定
は
な
い
が
、
事
業

者
と
サ
イ
ト
運
営
会
社
・

町
で
し
っ
か
り
と
連
携
し

な
が
ら
寄
付
の
確
保
に
努

め
て
い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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やまと苑にＩＣＴの導入を

費用面が大きな課題
中野公浩議員

ふるさと納税に対する
取り組みの見直しを

大場文裕議員

魅力ある商品の積極的なＰＲを

期待したい

関係機関と連携して
寄付の確保に努める

職
員
の
負
担
軽
減
の
た

め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
も



問

髙
松

議
員

現
在
当
町
で
は
、
保
健

師
、
看
護
師
、
准
看
護
師

に
加
え
、
社
会
福
祉
士
、

介
護
福
祉
士
を
目
指
し
進

学
す
る
方
に
月
額
３
～
５

万
円
を
貸
付
け
、
資
格
を

取
得
し
て
卒
業
後
町
内
で

就
職
す
る
と
、
返
還
が
免

除
さ
れ
る
奨
学
金
貸
付
制

度
が
あ
る
。

一
方
、
介
護
施
設
で
は

補
助
的
な
業
務
で
あ
れ
ば

資
格
が
な
く
て
も
働
く
こ

と
が
で
き
る
。

経
験
を
積
み
な
が
ら
初

任
者
研
修
や
実
務
研
修
を

受
講
し
、
さ
ら
に
介
護
福

祉
士
等
の
国
家
試
験
に
挑

戦
す
る
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
給
与

も
増
額
さ
れ
る
。

幅
広
い
人
材
を
地
元

で
育
て
る
と
い
う
視
点

か
ら
、
研
修
や
受
験
の

費
用
を
助
成
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答

保
健
福
祉
課
長

介
護
福
祉
士
国
家
試

験
の
受
験
者
数
は
、
平

成
25
年
度
の
15
万
４
千

人
か
ら
令
和
４
年
度
の

７
万
９
千
人
へ
と
10
年

間
で
半
減
し
て
い
る
。

介
護
福
祉
士
を
養
成

す
る
専
門
学
校
で
の
学

び
を
経
て
受
験
す
る
学
生

は
１
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、

８
割
以
上
が
介
護
福
祉
施

設
で
の
実
務
経
験
を
重
ね

て
の
受
験
で
あ
る
。

一
部
事
業
所
で
は
費
用

助
成
も
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
意
見
も
あ
る

が
、
再
度
、
各
事
業
所
か

ら
研
修
や
受
験
の
状
況
、

考
え
方
を
詳
し
く
聞
き
取

り
、
受
講
等
の
費
用
助
成

の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問

髙
松

議
員

２
０
２
７
年
に
蛍
光
灯

の
製
造
中
止
が
発
表
さ
れ
、

各
自
治
体
で
も
公
共
施
設

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
急
速
に
進

む
と
思
わ
れ
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
や
蛍
光
灯

自
体
の
価
格
は
高
い
が
、

寿
命
が
延
び
、
消
費
電
力

は
白
熱
電
球
で
は
10
分
の

１
、
蛍
光
灯
で
２
分
の
１

ほ
ど
で
、
Ｃ
О
2
も
削
減

さ
れ
る
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
、
10

年
程
度
で
採

算
が
と
れ
る

と
い
う
。

現
在
、
企

業
の
地
域
貢

献
活
動
な
ど

で
一
部
公
共

施
設
は
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
さ
れ
、

街
路
灯
も
10

年
リ
ー
ス
で

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ

れ
た
が
、
多

く
の
公
共
施

設
で
は
実
現

し
て
い
な
い
。

公
共
施
設
の
今
後
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
は
。

答

総
務
課
長

照
明
器
具
に
修
繕
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
都
度
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図
っ

て
い
る
。

２
０
２
７
年
に
は
現
在

の
蛍
光
灯
の
製
造
・
輸
入

が
中
止
さ
れ
、
２
０
３
０

年
ま
で
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
の

高
効
率
照
明
の
１
０
０
％

普
及
を
国
が
目
指
し
て
い

る
こ
と
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
っ

て
Ｃ
О
2
を
削
減
で
き
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
将
来
的

に
存
続
が
必
須
と
な
る
施

設
を
優
先
的
に
、
施
設
ご

と
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
判
断
し

て
い
き
た
い
。

庁
舎
は
令
和
６
年
度
も

し
く
は
７
年
度
か
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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介護職員確保のために
助成を

髙松亮裕議員

公共施設のＬＥＤ化は

庁舎は令和６年度か
令和７年度から進める

介護人材確保のために、できることを・・・
国道から望む特別養護老人ホーム「やまと苑」

庁舎の照明も、まもなくＬＥＤ化される

各事業所から聞き取り
検討する



えりも福祉会には、前年度から特別養護老人ホームやまと苑の運営に対しても補助金を支出しており、各

事業の補助金総額は7,326万7,283円に達している。前回調査から一年を経過し、

本年度の運営状況について調査を行った。

やまと苑では、本年度の年間稼働率を97.0％と計画していたが、新型コロナウ

イルスの影響が大きく、月ごとの稼働率が90％台に回復したのは７月に入ってか

らであった。このまま推移すれば、年間稼働率は94％ほどになる見込みという。

ショートステイ事業は、９月末時点の年間稼働率42.2％は計画の60％を下回り、

最終的には50％になる見込みである。

デイサービス事業は、昨年よりも稼働率が上がっているが、計画の60％には及

ばず、最終的には55％を見込んでいる。

町は、今後の事業継続に向けて、赤字が常態化している問題点を把握し、その

解消に向けた取り組みをえりも福祉会と検討してほしい。

町は、地域資源であるコンブ及びコンブ漁場を活用し、ブルーカーボン生態系

による二酸化炭素吸収量調査を開始している。その中で、潜水調査とドローン調

査の結果、さらにＪブルークレジットについて、担当課より説明を受けた。

潜水調査は、歌別地区と庶野地区を対象に、海藻種別に単位面積当たりの現存

量を計測して比較した。コンブはその年によって増減があり、胞子がつくタイミ

ングや調査場所によっても量は変わるので、継続的な調査の必要があるという。

ドローン調査は、町内７地区で行われ、空中撮影による画像を基に、目視によ

り藻場面積を把握していた。Ｊブルークレジットという取引の仕組みを活用し、

公募などを経て売却することができる。

本事業は、成功すれば地域の価値を高め、当町のコンブの価値が上がる可能性

もある。ぜひ、このチャンスを生かしてほしい。

北海道中央牧場えりも農場から発せられる臭気については、かねてより

笛舞・大和地区から苦情と改善を望む声が多く寄せられている。８月24日

に地域住民を対象とした視察が行われたが、今後どのような対応がとられ

ていくかを確認するため、担当課から説明を受けた。

原因の一つとしてダクトから排気される臭気が強く、８月下旬からは糞尿の溜槽にも臭気を弱める薬剤が

投与された。中央牧場では今後、ダクト出口で臭気測定を行い、薬剤の効果を検証していくという。また、

測定結果については、町にも報告されるとのことであった。今回のように、町民から意見を聞く機会を定期

的に設けることも大事なことであり、本件が着実に改善するように進めてもらいたい。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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調査日 令和５年１０月１２日（木）

総務文教常任委員会 委員長 橋本維応

副委員長 神田 修 委員 川村一治

竹内孝文 大場文裕

産業民生常任委員会 委員長 髙松亮裕

副委員長 中野公浩 委員 成田一人

上野陽司 嵯峨直樹

議 長 石川昭彦

〇えりも福祉会への補助金について

〇えりもブルーカーボン事業の経過について

〇中央牧場の臭気問題への対応について
臭
気
改
善
が
望
ま
れ

る
北
海
道
中
央
牧
場

え
り
も
農
場
の

デイサービス車で送迎さ

れる利用者

Ｊブルークレジットに認証
された、コンブを増やす
「雑海藻駆除事業」

Ｊブルークレジットとは...
ブルーカーボンを数値化し
排出量取引を可能にする仕
組み。クレジット購入によ
り、ＣО2の排出と相殺す
ることが可能。



11月13日、庶野さくら公園において庶野桜保存会（横山榮一会長）の協力のもと、「えりも町森林・

林業活性化推進議員連盟（林活議連）」

の植樹を行いました。

この日は肌寒い中でしたが、50㎝程

度の深さの穴を２か所掘り、約３ｍに

育った桜の苗木２本を植樹しました。

植栽した桜は、数年後には花を咲か

せるということで、全員で無事育つよ

う祈りました。

林活議連では、毎年植樹を行ってお

り、昨年は桜岡地区の町有林に「ハン

ノキ」約30本を植え、全て活着してい

ることを確認しました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

< 7 >

国の令和５年度補正予算に係る対応について

植えた桜を背に庶野桜保存会の皆さんと記念撮影

えりも町森林・林業活性化推進議員連盟植樹事業

〇住民税非課税世帯等
生活支援特別給付事業

低所得世帯への物価高騰対策として１世帯

当たり３万円又は１万円の給付を行っている

が、更なる給付金の追加支援を実施する。

①住民税非課税世帯等 70,000円

②住民税均等割のみ課税世帯 30,000円

〇物価高騰経済対策応援商品券事業

長引く物価高騰支援策として、えりも町応

援商品券を全町民に対して配布する。

応援商品券は、専用券5,000円（500円×10

枚）と共通券5,000円（500円×

10枚）の20枚組。

※紙面の都合により

抜粋して掲載令和５年１２月５日

令和５年11月29日に成立した国の令和５年度補正予算（第１号）においては、低所得世帯支援枠の追

加的拡大や消費下支え等を通じた生活者支援、臨時経済対策に係る地方交付税の増額などが盛り込まれ

ている。関連する事業の実施にあたっては、当町においても補正予算の編成による対応が必要となった

ことから、下記の事業について、緊急性や一連の事務的なスケジュールを考慮し、一般会計補正予算の

専決処分をすることの説明を受けた。



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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お盆期間の開館等を検討する

町民や学校から意見が寄せられていることもあ

り変更を検討する。

「風の子プール」
休館日の見直しを

風の子プールの開館期間は６月１日から９月30

日までであり、お盆期間中の８月13日から16日が

休館日である。開館日を見直しては。

早い段階で実現したい

補助の方法を検討し、早い段階で実現したい。

庶野小保護者にも
給食費半額相当の補助を

町は、町内４小学校と中学校には給食費の半額

補助をしている。庶野小保護者にも給食費半額相

当の補助を。

一般質問 令和２年６月定例会

一般質問 令和３年９月定例会

令和４年度から

開館期間とお盆の休館日が変更
令和４年度より、プールの開館期間は、５月１

日～10月31日（６か月間）に、また、お盆期間中

の休館日は、通常の休館日である月曜日のみに変

更された。

令和５年度は延べ2,752名の利用があった
風の子プール

令和２年９月

給食費半額相当の補助が実施
庶野小の保護者等に弁当等の昼食づくりを支援

するため、昼食応援券を交付する「えりも町立学

校昼食支援事業」が始まりました。

※庶野小学校は、令和５年10月から「完全給食」

となりました。

「いただきまぁす！」

初日のメニューはカレーライス
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議会だよりでは、定例会での一般質問

や議会としてまちへの政策要望書を掲載

しています。町政にどう反映されたのか

を追跡調査しました。

【対象期間：令和元年６月～４年３月】

追 跡 あれからどうなった？

令和６年度 新築予定
令和５年12月に解体が終了。現在は仮設トイレを

設置し、令和６年度に新築が予定されている。

議会としてもまちに要望

令和３年と４年の両年度にわたり、議会として

政策要望書を提出し、同トイレの一刻も早い改善

を要望した。

解体前のパークトイレ「スマイル」

全面改修も含め検討

30年が経過して老朽化が進み不具合が発生して

いる。全面改修も含め検討する。

灯台公園パークトイレ
スマイルの改修を

和式であることや換気が不十分で悪臭がただよ

い不快との声がある。全面的な改修を。

定住を見据えた確保・
育成事業を開始

令和２年度から地域協議会を作り、新規就業者

の確保・育成事業を開始する予定である。

一般質問 令和２年12月定例会

漁業の担い手に支援を

様似町や浦河町では、当町と比較すると漁業の

担い手に手厚い支援がある。当町でも支援を検討

しては。

令和３年４月

えりも町農業・漁業

担い手支援補助金が創設
①資格取得事業

補助率10分の10以内

②新規就業者への施設整備事業

補助率２分の１以内（上限300万円）

③後継者への施設整備事業

補助率２分の１以内（上限100万円）

事業実績

【農業】

【漁業】

一般質問 令和２年３月定例会

年度 資格取得 新規就業者 後継者

Ｒ３ ― １件 ―

年度 資格取得 新規就業者 後継者

Ｒ３ ― ２件 ―

Ｒ４ １件 ３件 ３件

Ｒ５ ― １件 １件



郷
土
資
料
館

学
芸
員

た
か
は
し

り
さ

髙
橋

梨
沙
さ
ん
（
34
）

▼
経
歴
は

千
葉
県
出
身
で
、
大
学
は
熊

本
県
で
農
学
を
学
び
な
が
ら
学

芸
員
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
関
西
の
水
族
館
や

植
物
園
、
動
物
園
な
ど
の
博
物

館
相
当
施
設
で
主
に
教
育
普
及

活
動
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。

▼
学
芸
員
に
応
募
し
た
き
っ
か

け
は

頭
上
を
ワ
シ
が
飛
ぶ
場
所
で

暮
ら
し
た
い
と
思
い
北
海
道
で

求
人
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

え
り
も
町
郷
土
資
料
館
の
求
人

を
見
つ
け
応
募
し
ま
し
た
。

面
接
の
た
め
に
初
め
て
来
町

し
た
際
、
道
路
や
通
行
す
る
車

の
頭
上
に
降
り
か
か
る
波
し
ぶ

き
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

▼
え
り
も
町
の
印
象
は

海
・
山
・
川
・
湖
な
ど
あ
ら

ゆ
る
自
然
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
に
適
応
し
た
多
種
多
様

な
動
植
物
を
見
ら
れ
る
と
こ
ろ

が
素
敵
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
漁
業
を
身
近
に
感
じ

な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
は
初
め
て

だ
っ
た
の
で
、
厳
し
い
自
然
の

中
で
営
ま
れ
る
漁
家
の
暮
ら
し

ぶ
り
に
日
々
驚
き
な
が
ら
、
コ

ン
ブ
を
は
じ
め
と
し
た
魚
介
類

を
食
べ
ら
れ
る
こ
と
の
有
難
さ

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

▼
現
在
の
担
当
は

「
え
り
も
町
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
」
作
成
の
た
め
の

業
務
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り
で

わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す

が
、
こ
の
町
に
暮
ら
す
皆
様
が

大
切
に
思
う
こ
と
を
関
わ
り
の

中
で
学
び
な
が
ら
、
え
り
も
町

の
素
敵
な
文
化
や
自
然
な
ど
を
、

ど
の
よ
う
に
後
世
に
伝
え
て
い

く
か
検
討
し
て
い
ま
す
。

▼
今
後
の
目
標
は

町
内
で
見
ら
れ
る
植
物
に
つ

い
て
、
ど
こ
で
何
が
い
つ
頃
見

ら
れ
る
か
な
ど
に
詳
し
く
な
り

た
い
で
す
。

都
会
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
植
物
で
も
町
内
で
は
普
通
に

見
ら
れ
る
も
の
が
い
ろ
い
ろ
あ

る
の
で
、
身
近
な
植
物
の
珍
し

さ
や
美
し
さ
を
町
の
多
く
の
方

と
楽
し
く
共
有
で
き
る
よ
う
頑

張
り
た
い
で
す
。

▼
え
り
も
町
民
へ
一
言

海
が
魅
力
の
え
り
も
町
か
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
特
に
海
や

漁
業
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
知
り
た
い
で
す
。

コ
ン
ブ
漁
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
獲
れ
る
魚
や
海
藻
の
種
類
、

漁
法
、
風
向
き
で
変
わ
る
海
上

の
環
境
や
、
漁
師
さ
ん
し
か
知

ら
な
い
え
り
も
町
の
海
の
秘
密

を
教
え
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
取
材

嵯
峨
・
大
場
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長

竹
内

孝
文

副
委
員
長

上
野

陽
司

委
員

髙
松

亮
裕

中
野

公
浩

嵯
峨

直
樹

大
場

文
裕

議 会 の 動 き

１１月 ３日 えりも町功労者表彰

１１月１３日
えりも町林活議連植樹（庶野さくら

公園）

１１月２０日 第13回子ども議会

１２月 ５日
全員協議会

議会改革特別委員会

１２月 ８日 議会運営委員会

１２月１５日

全員協議会

第６回定例会

広報広聴常任委員会

１月 ５日 えりも町消防出初式

１月 ７日
えりも町二十歳を祝う式典（議長、

副議長）

１月１２日 広報広聴常任委員会

１月２２日 広報広聴常任委員会

年
明
け
早
々
、
能
登
半
島
地

震
、
航
空
機
の
衝
突
と
大
き
な

災
害
、
事
故
が
お
き
ま
し
た
。

災
害
は
他
人
事
で
は
な
く
日

頃
か
ら
防
災
に
対
す
る
心
構
え

が
大
切
で
す
。

衝
撃
の
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
中
、

え
り
も
町
に
と
っ
て
、
う
れ
し

い
出
来
事
も
目
白
押
し
で
す
。

コ
ン
ブ
漁
場
に
お
け
る
Ｊ
ブ

ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
認
証
、
映

画
「
北
の
流
氷
」
（
仮
題
）
の

ク
ラ
ン
ク
イ
ン
、
そ
し
て
国
立

公
園
へ
の
格
上
げ
等
々
、
辰
年

の
今
年
、
龍
の
ご
と
く
天
高
く

上
昇
で
き
る
よ
う
に
様
々
な
場

面
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
皆
様
も
防
災
意
識
を

大
切
に
２
０
２
４
年
も
元
気
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

（
嵯
峨
）

藍
染
体
験
で
は
「
葉
っ
ぱ
模
様
の

ハ
ン
カ
チ
作
り
」
の
講
師
を
担
当


